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◆仮称寒川駅前複合施設の基本計画を決定 ‥‥２
◆あなたの人権守ります ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
◆ペットと飼い主のための避難訓練‥‥‥‥‥‥６

人　口 　 4 7 , 4 3 0（ 6 3人減）　

世　帯 　 1 7 , 3 6 6（ 3 7世帯減）
（　）内は前月との比較　

１

春はすぐそこまで～スイートピー出荷～
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町
は
、
Ｊ
Ｒ
寒
川
駅
北
口
地

区
を
町
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
街
並
み
に
す
る
た
め
、
土
地

区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
施

設
を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
で
、

駅
前
を
い
っ
そ
う
魅
力
的
で
活

力
の
あ
る
中
心
市
街
地
と
し
て

整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

仮
称
寒
川
駅
前
複
合
施
設
は
、

こ
の
中
心
市
街
地
づ
く
り
の
一

つ
で
、
人
々
が
集
う
た
め
の
役

割
を
果
た
す
機
能
を
持
っ
た
施

設
と
し
て
建
設
し
ま
す
。

　

町
民
の
活
発
な
交
流
の
場
と

し
て
、
ま
た
利
便
性
の
高
い
施

設
と
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
複
合
的
な
機
能
を
持
た
せ
て

い
ま
す
。

施

設

の

概

要

　

建
設
場
所
は
寒
川
駅
北
口
の

東
側
（
左
図
参
照
）
で
、
敷
地

面
積
は
約
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、

延
床
面
積
は
約
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。

　

鉄
骨
造
五
階
建
て
で
、
事
業

費
は
約
七
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。施

設
の
主
な
機
能

一
階

交
番　

駅
前
に
人
々
が
安
心
し

て
集
え
る
よ
う
に
交
番
を
設
置

公
衆
用
ト
イ
レ　

現
在
駅
前
に

設
置
さ
れ
て
い
る
公
衆
用
ト
イ

レ
の
移
設

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー　

施
設
利
用

者
の
子
ど
も
の
遊
び
場

二
階

喫
茶
コ
ー
ナ
ー　

待
ち
合
わ
せ
、

休
憩
、
休
息
の
場

物
販
コ
ー
ナ
ー　

コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト

を
導
入

特
産
物
展
示
コ
ー
ナ
ー
等　

町

や
姉
妹
都
市
寒
河
江
市
の
特

産
物
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
町
の
観

光
・
文
化
や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

の
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
、
図
書
返
却
ボ
ッ
ク

ス

三
階

会
議
室　

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
、

講
演
会
等
に
利
用
で
き
る
部
屋

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

絵
画
展
、

工
芸
展
等
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

四
階

貸
事
務
所　

各
種
団
体
や
企
業

の
入
居
用

五
階

多
目
的
室　

音
響
・
映
写
設
備

な
ど
を
設
置
し
た
、
サ
ー
ク
ル

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
利
用
で

き
る
部
屋

和
室　

囲
碁
将
棋
な
ど
娯
楽
の

場
と
し
て
利
用
で
き
る
部
屋

　

詳
し
い
フ
ロ
ア
図
や
基
本
設

計
の
内
容
は
、
寒
川
駅
周
辺
整

備
事
務
所
ま
た
は
産
業
振
興
課

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
こ
で
紹
介
し
た
基
本

計
画
は
、
建
設
す
る
施
設
の
基

本
的
な
姿
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
詳
細
な
設
計
を
行
う
段

階
で
、
内
容
が
多
少
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
川
駅
周
辺
を
一
層
活
力
の
あ
る
地
域
と
す
る
た
め
の
施
設
、
仮

称
寒
川
駅
前
複
合
施
設
の
基
本
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
建
設
に
先
立
ち
、
ど
の
よ
う
な
機
能
や
内
容
を

持
っ
た
施
設
が
望
ま
し
い
の
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

三
十
二
人
、
一
団
体
か
ら
総
数
に
し
て
百
十
九
件
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
基
本
設
計
は
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
考
慮
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

地域の意見やパブリックコメントの結果を踏まえ

仮称寒川駅前複合施設の基本計画を決定

土地区画整理事業施行区域と建設位置
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今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
後
は
詳
細
な
設
計
と
施
設
の
管
理
運
営
方
法
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
に
詳
細
設
計
、
平
成
二
十
年
度
に
は
建

築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
、
平

成
二
十
一
年
度
に
開
館
の
予
定
で
す
。

寒
川
駅
周
辺
整
備
事
務
所

（
７
５
）
１
５
７
０

FAX
（
７
３
）
０
１
０
９
、
産
業
振
興
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
４
６
６
商
工
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

各階のレイアウト １階

２階

３階

４階

５階

＝出入口
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日
ご
ろ
か
ら
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
が
、

そ
の
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を

広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な

い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁

護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
う
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ

た
制
度
が
、
人
権
擁
護
委
員
で

す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村

長
が
推
薦
し
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
七
人
が
委
嘱
を
受

け
、
町
の
定
例
人
権
相
談
や
自

宅
な
ど
で
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
と
役
割

　

人
々
の
間
に
自
由
や
平
等
、

権
利
と
い
っ
た
正
し
い
人
権

の
考
え
方
を
広
め
、
自
由
人
権

思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
で

す
。 

　

地
域
の
人
々
の
人
権
が
侵
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
見
守

り
、
も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
人

が
い
た
場
合
は
相
談
相
手
に
な

あ
な
た
の
人
権
守
り
ま
す

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

り
、
適
切
な
方
法
で
問
題
を
解

決
へ
と
導
き
ま
す
。

　

近
年
で
は
人
権
侵
害
の
形
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
い
う
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
形
態
が
普
及
し
た
こ
と

で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
反
面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
匿
名
性
を
悪
用
し
、
他
人

を
中
傷
し
た
り
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
無
断
で
公
開
し
た
り

と
こ
れ
ま
で
に
な
い
形
で
の
人

権
侵
害
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
人
権
擁
護
委
員
の

仕
事
は
、
ま
す
ま
す
重
要
度
を

増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
相
談
を

　

日
々
の
生
活
の
中
で
「
こ
れ

は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
に
は
、
気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
が
、
各
委
員
に
直
接
連
絡

を
し
て
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

町
民
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
２
６
１
町
民
相
談
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利
で

す
。
社
会
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
々
に
、
人
権
は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
で
人
権
を
侵
害
さ
れ
る

人
が
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
地
域
の
中
で
活
動
す
る
人
た
ち
が
人
権
擁
護
委
員

で
す
。

人
権
は
オ
ト
ナ
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
な
い

　

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
も
人
権
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
の
中
か
ら
子
ど
も

の
人
権
専
門
委
員
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
四
十
三

人
が
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
を
専
門
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
４
５
（
２
１
２
）
４
３
６
５

町内の人権擁護委員

入
いりさわ

澤　　章
あきら

さん（一之宮）
（７５）０００７

大
おおたに

谷　光
みつあき

昭さん（田端）
（７５）０７２４

相
あいはら

原　善
よしひさ

久さん（小動）
（７５）１５４２

宇
う

田
だ

川
がわ

　貞
てい

子
こ

さん（宮山）
（７５）０２４１

木
き

村
むら

　惠
けい

子
こ

さん（岡田）
（７５）００８３

清
し

水
みず

　　進
すすむ

さん（倉見）
（７５）０８７１

長
ながさき

﨑　早
さ

苗
なえ

さん（岡田）
（７５）７８１９
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寒
川
の
春
の
風
物
詩
、
観
桜

駅
伝
競
走
大
会
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。

　

寒
川
神
社
参
道
を
出
発
し
、

町
中
部
地
域
を
周
回
す
る
コ
ー

ス
で
、
さ
む
か
わ
中
央
公
園
で

た
す
き
リ
レ
ー
を
行
い
ま
す
。

  

桜
の
咲
く
町
内
を
継
走
し
て

い
く
選
手
に
声
援
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

と
き　

四
月
一
日
（
日
）
午
前

八
時
四
十
五
分　

寒
川
神
社
前

ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

参
加
チ
ー
ム
募
集

対
象　

●
第
一
部　

町
内
在
住

か
在
勤
ま
た
は
在
学
の
一
般
男

子
●
第
二
部　

茅
ヶ
崎
市
、
藤

沢
市
、
平
塚
市
、
綾
瀬
市
、
海

老
名
市
、
座
間
市
、
厚
木
市
、

愛
甲
郡
に
在
住
か
在
勤
の
一
般

男
子
●
第
三
部　

町
内
、
茅
ヶ

崎
市
、
綾
瀬
市
、
海
老
名
市
、

座
間
市
に
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
中
学
生
以
上
の
女
子

●
第
四
部　

町
内
ま
た
は
茅
ヶ

崎
市
に
在
学
の
中
学
生
男
子

区
間　

●
第
一
・
二
部　

六
区

間
（
約
三
十
二
・
九
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
） 

●
第
三
・
四
部　

五
区
間
（
約
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

チ
ー
ム
編
成　

●
第
一
・
二
部

監
督
一
人
、
選
手
六
人
、
補
欠

三
人
●
第
三
・
四
部　

監
督
一

人
、
選
手
五
人
、
補
欠
三
人

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
寒

川
町
公
民
館
、
北
部
・
南
部
文

化
福
祉
会
館
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
二

月
十
三
日
（
火
）
か
ら
二
十
八

日
（
水
）
ま
で
の
間
に
同
課
へ

直
接
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
でス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
５
１
７
FAX

（
７
５
）
９
９
０
７

sports@
tow
n.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

観
桜
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
し
ま
す

きれいな町への思いを込めて

ポイ捨て防止ポスター展

　

環
境
美
化
へ
の
関
心
を
よ
り
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
町
で
は
毎
年
ポ
イ

捨
て
防
止
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を

小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
環
境
美
化
へ
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
作
品
が
多
数
集
ま
り
ま
し

た
。

　

応
募
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

二
月
十
七
日
（
土
）
〜

二
十
五
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後

五
時

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

環
境
課
（
７
４
）１
１
１
１
内

線
２
４
９
環
境
担
当
FAX（
７
４
）

９
１
４
１

寒川神社参道をスタートする第１走者たち
（昨年の大会風景）

旭が丘中学校１年　北原萌里さんの作品
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最
近
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
犬
猫
以
外
の

ペ
ッ
ト
を
目
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
に
は
、
在

来
種
や
生
態
系
を
保
護
す

る
た
め
の
法
律
が
あ
り
、

ど
ん
な
動
物
で
も
飼
え
る

と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
例
と
し
て
ア
ラ
イ

グ
マ
や
オ
オ
ク
チ
バ
ス
は

飼
う
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

飼
う
こ
と
に
許
可
が
必

要
な
動
物
も
い
ま
す
。
ワ

ニ
や
ワ
ニ
ガ
メ
が
そ
の
対

象
で
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

の
装
着
も
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い

動
物
で
も
、
飼
い
方
や
ど

の
く
ら
い
成
長
す
る
か
な

ど
、
事
前
に
調
べ
て
か
ら

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
グ
リ
ー
ン
イ
グ

ア
ナ
は
、
一
年
に
六
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
も
成
長
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

犬
や
猫
の
よ
う
な
身
近
な

動
物
以
外
は
、
飼
う
前
に
そ

の
生
態
や
飼
い
方
に
精
通
し

た
獣
医
師
等
に
相
談
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
う
の
が
嫌
に
な
っ
た
な

ど
、
人
間
の
勝
手
な
理
由
で

放
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

著　

茅
ヶ
崎
寒
川
獣
医
師
会

h
t
t
p
://w

w
w
.c
s
-

a
nim
a
ld
o
c
to
r.c
o
m
/

環
境
課

︵
７
４
︶
１
１

１
１
内
線
２
４
９
環
境
担
当

FAX
︵
７
４
︶
９
１
４
１

飼
っ
て
は
い
け
な
い
ペ
ッ
ト

ペットは地球の仲間 10

　

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
の
た
め
の
避
難

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
と
一
緒
の
避
難
行
動
を
疑
似
体
験
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い

う
時
に
慌
て
な
い
た
め
の
心
構
え
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

大
規
模
地
震
発
生
時
の
防
災

対
策
は
、
人
に
対
し
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
が
あ
り
ま
す
が
、

ペ
ッ
ト
へ
の
対
策
や
飼
い
主
の

認
識
は
未
だ
不
十
分
で
す
。

　

動
物
愛
護
法
の
基
本
原
則
に

は
「
す
べ
て
の
人
が
動
物
は
命

あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
人
間
と
動
物
が
共
に
生
き

て
い
け
る
社
会
を
目
指
す
」
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
や
家
族
の
一
員
と
さ
れ

る
ペ
ッ
ト
も
、
人
と
同
様
に
災

害
時
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
避
難
所
の
ペ
ッ
ト

受
け
入
れ
態
勢
の
検
証
と
、
飼

い
主
は
災
害
に
備
え
て
何
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
、
災
害
時

に
ペ
ッ
ト
を
ど
う
世
話
す
る
の

か
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
飼
い
主
と
動
物
の
た
め

の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　

二
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
一
時
〜
三
時
（
雨
天
決

行
）

と
こ
ろ　

茅
ヶ
崎
市
役
所
西
側

駐
車
場

対
象　

町
ま
た
は
茅
ヶ
崎
市
に

在
住
の
人

※
訓
練
に
参
加
す
る
ペ
ッ
ト
は

す
で
に
選
考
済
で
す
。

内
容

●
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
す
る

疑
似
体
験

●
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
受

付
訓
練

●
集
団
生
活
の
た
め
の
し
つ
け

お
よ
び
病
気
相
談

●
非
常
持
ち
出
し
用
品
、
ペ
ッ

ト
用
備
蓄
物
資
等
の
展
示
・
販

売●
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
普
及
・

啓
発

●
が
れ
き
が
散
乱
し
た
道
路
の

歩
行
体
験

●
過
去
の
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
に

関
す
る
写
真
展
示

茅
ヶ
崎
保
健
福
祉
事
務
所

（
８
５
）１
１
７
１
環
境
衛
生
課

FAX（
８
２
）０
５
０
１

災害から大切なペットを守ろう

ペットと飼い主のための避難訓練
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子
育
て
支
援
の
橋
渡
し

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預
け

た
い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）
と

預
か
る
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）

の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
よ
う
と
す
る

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
よ
り
多

く
の
ま
か
せ
て
会
員
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
空
い
た

時
間
を
利
用
し
て
、
子
育
て
支

援
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

入
会
金
や
登
録
料
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
お
ね
が
い
会
員
は
、

子
ど
も
を
預
け
る
と
き
に
一
時

間
に
つ
き
七
百
円
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ま
か
せ
て
会
員
は
研

修
会
を
受
け
て
か
ら
登
録
さ
れ

ま
す
。
お
ね
が
い
会
員
は
随
時

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
か
せ
て
会
員
研
修
会

と
き　

二
月
十
四
日
（
水
）
〜

十
六
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十

分
〜
午
後
四
時

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

（
一
時
保
育
あ
り
）

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

・
FAX
（
７
５
）

７
０
５
０

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
料

　

町
で
は
、
二
月
と
三
月
を
国

民
健
康
保
険
料
の
口
座
振
替
加

入
促
進
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
が
な
く
、

混
雑
し
た
金
融
機
関
に
毎
月
出

向
く
必
要
が
な
い
口
座
振
替
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
手
続
き

　

預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳
の

印
鑑
、
保
険
料
の
納
入
通
知

書
を
用
意
し
、
取
扱
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
保
険
年
金
課
に

あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
い
ず
れ
か
の

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
こ
の
期
間
中
に
口
座
振

替
を
申
し
込
ん
だ
人
に
は
粗
品

を
進
呈
し
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
郵
便
局
で
手
続

き
を
し
た
場
合
は
、
口
座
振
替

依
頼
書
の
控
え
を
保
険
年
金
課

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

夜
間
・
休
日
の
納
付
相
談

　

急
な
病
気
等
で
国
民
健
康
保

険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
、
納
付
方
法
や
減
免
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

開
庁
時
間
以
外
に
、
次
の
日

程
で
夜
間
・
休
日
の
納
付
相
談

を
行
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
た
保

険
料
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

夜
間
納
付
相
談　

二
月
十
九
日

（
月
）
〜
二
十
三
日
（
金
）
午

後
五
時
〜
七
時

休
日
納
付
相
談　

二
月
二
十
五

日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
三
時

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
７
３
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

隣
近
所
の
ご
み
事
情

　

死
ん
で
し
ま
っ
た
ペ
ッ
ト
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
有
料
で
引
き
取
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら

ペ
ッ
ト
が
死
ん
だ
と
き

　

家
庭
で
飼
っ
て
い
た
ペ
ッ

ト
が
死
ん
だ
と
き
は
、
箱
に

入
れ
た
り
布
で
く
る
ん
だ
り

し
て
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

な
お
焼
い
た
後
の
骨
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
。

持
込
場
所　

町
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）

５
５
４
７

受
付
時
間　

年
末
年
始
を
除

く
月
〜
土
曜
日
午
前
八
時

三
十
分
〜
正
午
、午
後
一
時
〜

四
時

料
金　

千
円

　

飼
い
犬
が
死
ん
だ
と
き
は
、

登
録
の
抹
消
手
続
き
が
必
要

で
す
。
環
境
課
ま
で
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

死
ん
だ
動
物
を
見
つ
け
た
ら

　

道
路
上
で
死
ん
で
い
る
動

物
を
見
つ
け
た
ら
、
環
境
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
に
は
、
詳
し
い
場

所
と
死
ん
で
い
る
動
物
の
種

類
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
（
７
４
）１
１
１

１
内
線
２
４
４
清
掃
担
当

FAX（
７
４
）９
１
４
１

34
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９　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）職員の勤務時間、休憩・休息時間の概要　（平成18年４月１日現在）
　職員の勤務時間は、８時30分から17時までの１日７時間45分、週38時間45分です。７時間45分のうち15分の休息時間があります。

（２）職員の年次休暇の概要と取得状況　
　労働基準法の規定に従い、原則として１年に20日の有給休暇が与えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　（各年１月１日から12月31日）

平成17年の平均取得日数 平成16年の平均取得日数
9.0日 9.1日

（３）特別休暇の概要
　年次休暇以外にも、特別な事由に該当する場合は、特別な休暇が認められます。選挙権等行使休暇、骨髄提供休暇、育児休暇、忌引、ボランティア休暇な
ど18種類の特別休暇があります。

（４）介護休暇の概要と取得状況　
　職員が要介護状態にある家族を介護するための休暇制度があり、連続する６月の期間内で取得することができます。介護休暇は、１日単位または時間単位
で取得することもできます。

取得者
Ｈ17年度 Ｈ16年度

介護休暇 0　　(0) 1　　(1)

（注）　（　　）内は、女性の取得者数であり、内数です。

（５）職員の育児休業の概要と取得状況　
　職員が育児をするための休業制度があり、最長３年間取得することができます。育児休業は連続した日単位で、部分休業は時間単位で取得することができ
ます。

取得者
Ｈ17年度 Ｈ16年度

育児休業 5　　(5) 9　　(9)
部分休業 0　　(0) 1　　(1)

（注）　（　　）内は、女性の取得者数であり、内数です。

１０　職員の分限処分および懲戒処分の状況（平成17年度）
　分限処分とは公務の能率の維持およびその適正な運営の確保の目的のために行う処分であり、懲戒処分とは公務員としてふさわしくない非行があった場合
に公務員関係の秩序を維持するために行う処分です。（地方公務員法）

（１）分限処分者　　３人　　　（２）懲戒処分者　　７人

１１　職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）研修の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年度）

１．職場研修
２．職場外研修 Ａ　集合研修 （１）階層別研修 （Ａ）町実施研修 主任主事級研修

（Ｂ）研修センター実施研修 中級研修
現任監督者研修
管理者研修（課長級）

（２）実務研修
（３）地域別研修 ２市１町合同研修

３町合同研修
（４）一般研修 一般セミナー等

Ｂ　専門派遣研修 市町村研修センター
市町村職員中央研修所
全国市町村国際文化研修所
自治大学校
日本経営協会
都市整備技術センター
その他

Ｃ　視察研修 姉妹都市研修

３．自己啓発研修

（２）勤務成績の評定の状況
　町では、定期的に勤務成績を評価しています。
　基本的な評定項目は「能力」、「意欲」、「実績」の３項目とし、５段階評定を行います。
　評定結果は、①人材育成・能力開発②人事異動・配置③昇任・昇格等の処遇に活用します。

１２　職員の福祉および利益の保護の状況
（１）職員の健康の保持増進
　①労働安全衛生法に従い、職員の健康診断を年１回実施しています。
　②産業医による相談窓口、執務環境のチェックを実施しています。

（２）福利厚生事業の実施
　地方公務員法に基づき職員の保健、元気回復のため職員からの会費および町からの委託金により「寒川町職員福利厚生会」が、文化、教養、レクリエーショ
ンなど各種事業を行っています。

　総務課　（74）1111内線224職員担当ＦＡＸ（74）9141

町の人事行政 運営等の状況
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町職員の人事行政運営の状況をお知らせします。

１　年齢別職員数の状況　（平成18年４月１日現在）

年齢 20代 30代 40代 50代 全 職 員
平均年齢

平成18年 平成17年

人数 27人 123人 97人 120人 43歳 6月 44歳 0月

２　職種別・採用方法別職員数
　採用方法は、試験による採用と選考による採用があります。試験採用の場合は、一般行政職では１次試験として教養試験または専門試験、２次試験として
作文および面接が主な内容です。

平成17年度
試験採用 選考採用 計

一般行政職 0 0 0
消防職 0 0 0
合計 0 0 0

３　退職者の状況
　退職には、以下の事由があります。
定年退職：定年（原則60歳）による退職
勧奨退職：人事管理上の目的から職員に退職勧奨を行い、これに応じた退職
自己都合退職：本人の都合による退職
その他：死亡等による退職等

事由別退職者の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年度）

定年 勧奨 自己都合 その他
一般行政職 2　　　(3) 0　　　(1) 2　　　(3) 0　　　(1)

うち管理職 2　　　(3) 0　　　(1) 0　　　(1) 0　　　(1)
技能労務職 3　　　(2) 0　　　(0) 1　　　(0) 0　　　(0)

うち管理職 0　　　(0) 0　　　(0) 0　　　(0) 0　　　(0)
計 5　　　(5) 0　　　(1) 3　　　(3) 0　　　(1)

うち管理職 2　　　(3) 0　　　(1) 0　　　(1) 0　　　(1)

（注）　（　　）内は平成16年度の状況です。

４　再任用の状況
　再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を再雇用する制度です。
　再任用職員には、定年前の職員と同様に勤務する常時勤務職員と、それよりも短時間勤務する短時間勤務職員があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年度）

職種 常時勤務 短時間勤務
一般行政職 0（0） 0（0）
技能労務職 1（0） 2（2）

計 1（0） 2（2）

（注）　１．（　　）内は平成16年度の状況です。
　　　　２．職種は再任用時の職種です。

５　外郭団体等への管理職の再就職の状況
　退職時に管理職であった者についての外郭団体等への再就職の状況は以下のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年４月１日現在）

再就職先 他の地方公共団体 特定地方独立行政法人 外郭団体 非営利団体（他の項目
に該当する者を除く）

営利企業（他の項目に
該当する者を除く） 自営業

再就職者数 0 0 1 1 0 0

（注）　外郭団体とは、土地開発公社、（株）さむかわ公共サービスなど、町が資本金または基本金等の25％以上を出資している法人をいいます。

６　身体障害者および知的障害者の任用状況

法定雇用率　　　　2.1 ％ H17年度　　　　4.29％

７　給与改定の概要
　平成17年８月と平成18年８月に人事院が国家公務員の給与について行った勧告（人事院勧告）に準じて平成18年10月と12月に給与の改定を行っています。
その概要は次のとおりです。
（一般職）

項目 寒川町の改定状況 国の改定状況
給料(H18年10月改定) 行政職給料表(1)　4.5％マイナス改定 行政職給料表(1)　4.8％マイナス改定
手当(H18年12月改定) 扶養手当３人目以降の子の引き上げ 広域異動手当の新設　　地域手当支給割合の計画的な改定

　　1,000 円／月加算（平成 19年４月に施行予定） 扶養手当３人目以降の子の引き上げ　1,000円／月加算

８　旅費の概要
　公務出張に要する費用を旅費として支給します。その支給内容の概要は次のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年４月１日現在）

鉄道賃・船賃・航空賃・車賃 運賃等を支給しています。
日当 県内　無支給　　　　県外　900円の定額支給
食事料 車中泊等をした場合には、夜の食費を支給します。
支度料 外国への出張、赴任には、支度に要する費用を支給します。

町の人事行政 運営等の状況
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も
し
も
の
時
の
保
障
に
備
え
て

　

国
民
年
金
の
役
割
は
、
老

後
の
生
活
保
障
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

思
わ
ぬ
事
故
な
ど
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
の

保
障
で
あ
る
障
害
基
礎

年
金
や
、
一
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
場
合

に
遺
族
の
生
活
保
障
と

な
る
遺
族
基
礎
年
金
の

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
支
払
っ
て
い
な

い
と
、
こ
の
よ
う
な
年

金
給
付
を
受
け
取
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
納
付
期
限
か
ら
二
年

間
を
経
過
す
る
と
、
保
険
料

は
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
自
体
が
受

け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
を

使
い
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
社
会
保
険
事
務
所

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま

す
　

保
険
料
の
口
座
振
替
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳

届
出
印
を
持
っ
て
希
望
の

金
融
機
関
も
し
く
は
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

藤
沢
社
会
保
険
事
務
所

０
４
６
６
（
５
０
）
１
１
５

１
保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
７
２
年
金

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
２
３

　

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
あ

な
た
が
納
め
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
備
え
、
あ
な
た
や
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

国民年金保険料の　　　
納め忘れはありませんか

町
技
能
者
表
彰
式

技
能
功
労
者
三
人
、
優
秀
技
能
者
八
人
を
表
彰

　

一
月
十
日
、
町
技
能
者
表
彰
式
を
寒
川
神
社
参
集

殿
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
く
同
一
業
種
に
従
事
し
、
技
能
、

技
術
の
錬
磨
や
後
進
の
育
成
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

人
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

山
田
町
長
は
「
日
本
の
技
術
が
世
界
一
な
の
は
、

皆
さ
ん
の
よ
う
な
技
術
を
持
つ
人
た
ち
の
お
か
げ
で

す
」
と
話
し
、
被
表
彰
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

技
能
功
労
者

佐
々
木
則
雄
さ
ん
（
建
築
大
工
）

鈴
木
良
男
さ
ん
（
板
金
工
）

菊
地
孝
巳
さ
ん
（
調
理
師
）

優
秀
技
能
者

坂
口
輝
敏
さ
ん
（
建
築
大
工
）

新
山
茂
雄
さ
ん
（
配
管
技
士
）

春
日
井
道
雄
さ
ん
（
配
管
技
士
）

山
本
三
七
應
さ
ん
（
ガ
ラ
ス
装
着
工
）

須
藤
和
義
さ
ん
（
調
理
師
）

菊
地
洋
子
さ
ん
（
調
理
師
）

鈴
木
朝
一
さ
ん
（
調
理
師
）

池
谷
聖
美
さ
ん
（
美
容
師
）

順
不
同

町
技
能
者
表
彰
の
受
賞
者
と
、
同
日
行
わ
れ
た
町
商
工

会
優
良
小
売
店
舗
・
優
良
従
業
員
表
彰
の
受
賞
者
の
み

な
さ
ん
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　寒川町・藤沢市・茅ヶ崎市の二市一町

では広報紙の相互掲載を行っています。

　今回も藤沢市と茅ヶ崎市の史跡、イベ

ントを紹介します。

藤
沢
市

遺
さ
れ
た
和
讃
の
世
界

　

辻
堂
茂
兵
衛
資
料
館
（
辻
堂
元
町
二
ノ

十
ノ
五
十
一
）
に
は
、
五
十
冊
余
の
和
讃

の
帳
面
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
讃
と
は
「
仏
・
菩
薩
、
教
法
、
先

徳
な
ど
を
和
語
で
讃
嘆
し
た
歌
」
（
広
辞

苑
）
で
、
唱
え
や
す
い
よ
う
に
節
を
付
け
、

七
五
調
に
句
を
連
ね
た
も
の
で
す
。
か
つ

て
は
村
々
に
多
く
の
講
中
が
あ
り
、
集
ま

っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
館
に
遺
さ
れ
て
い
る
和
讃
の
帳
面
は
、

ご
当
主
の
先
祖
の
女
性
が
地
区
の
念
仏
講

の
と
き
に
持
参
し
て
い
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
一
部
は
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
が
平
仮
名
で
て
い
ね
い
に
墨
書
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

五
十
冊
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
仏

教
説
話
的
な
も
の
か
ら
言
葉
遊
び
的
な
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

次
の
一
説
は
「
よ
め
い
り
和
讃
」
の
も

の
で
す
が
、
唱
え
て
い
る
の
が
お
年
寄
り

の
女
性
た
ち
だ
と
思
う
と
微
笑
ま
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

か
ざ
な
み
わ
る
け
れ
や
（
風
浪
悪
け
り

ゃ
）　

も
ど
り
ま
す

わ
た
し
だ
か
ら
と
て　

そ
の
と
お
り

む
こ
と
し
ゆ
と
の
（
婿
と
姑
の
）　

か
ぜ

（
風
）
し
だ
い

そ
く
し
ん
じ
や
う
ぶ
つ
（
即
身
成
仏
）
せ

ぬ
う
ち
は

か
な
ら
す
こ
な
い
と
（
必
ず
来
な
い
と
）

い
ゝ
ま
せ
ん

　

年
代
の
入
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
大

正
四
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
ド
イ
ツ

領
青
島
占
領
を
唱
え
た
「
せ
い
と
う
か
ん

ら
く
（
青
島
陥
落
）
和
讃
」、
大
正
十
二
年

の
関
東
大
震
災
を
唱
え
た「
し
ん
さ
い（
震

災
）和
讃
」な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課

０
４
６
６
（
４
６
）

５
１
０
６

茅
ヶ
崎
市

宝
生
寺
と
阿
弥
陀
三
尊
像

　

県
道
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
の
円
蔵
ま
た

は
西
久
保
バ
ス
停
か
ら
、
西
へ
五
百
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
宝
生
寺
が
あ

り
ま
す
。

　

寺
の
本
尊
は
江
戸
期
に
作
ら
れ
た
大

日
如
来
で
す
が
、
境
内
の
お
堂
に
は
昭
和

三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
阿
弥
陀
三
尊
像
が
あ

り
ま
す
。

　

阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
勢
至
菩
薩
を
右

脇
侍
、
観
音
菩
薩
を
左
脇
侍
と
す
る
、
一

つ
の
光
背
に
三
尊
仏
が
並
ぶ
一
光
尊
仏
で
、

長
野
県
の
善
光
寺
の
本
尊
の
形
式
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

年
号
の
銘
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鎌
倉
時

代
後
半
期
の
造
立
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通　

バ
ス
停
円
蔵
ま
た
は
西
久
保
下
車

徒
歩
十
分

生
涯
学
習
課

（
８
２
）
１
１
１
１

藤
沢
市

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
江
の
島

〜
湘
南
の
宝
石
〜

と
こ
ろ　

江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ

ン
グ
苑
、
江
の
島
展
望
灯
台

内
容　

●M
IR
R
O
R

　

B
O
W
L
E
R

光
ア
ー
ト
（
三
百
個
以
上
の
ミ
ラ
ー

ボ
ー
ル
が
織
り
成
す
壮
大
な
光
ア
ー

ト
）
九
日
（
金
）
〜
十
四
日
（
水
）

午
後
五
時
〜
八
時
●
湘
南
キ
ャ
ン
ド
ル

　

十
日
（
土
）
・
十
一
日
（
日
）
・

十
二
日
（
月
）
・
十
四
日
（
水
）
午
後

五
時
〜
八
時
●
ラ
イ
ト
バ
ル
ー
ン
ア

ー
トG

IN
G
A

　

十
日
（
土
）
・
十
一

日
（
日
）
（
予
備
日
十
二
日
（
月
）
・

十
四
日
（
水
）
）
午
後
五
時
〜
八
時
●

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ　

十
日
（
土
）　

午
後
五
時
・
六
時
〜

L
A
U
L
A

、
十
一
日
（
日
）　

午
後
四

時
〜
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ　

午
後
六
時

三
十
分
〜
Ａ
Ｊ
Ｉ

　

期
間
中
、
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

ミ
ニ
ボ
ト
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
（
数
量

限
定
）

観
光
課

０
４
６
６
（
２
５
）
１
１

１
１
FAX
０
４
６
６
（
５
０
）
８
４
１
９

江
ノ
島
電
鉄
（株）

０
４
６
６
（
２
４
）

２
７
１
５
、
（社）
藤
沢
市
観
光
協
会

０
４
６
６
（
２
４
）
４
１
４
１

茅
ヶ
崎
市

　

椿
ま
つ
り

　

毎
年
恒
例
の
椿
ま
つ
り
で
は
、
こ
の

庭
園
で
作
ら
れ
た
「
氷ひ

室む
ろ

雪
月
花
」
な

ど
、
お
よ
そ
二
百
五
十
種
類
の
椿
が
訪

れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

と
き　

三
月
一
日
（
木
）
〜
三
十
一
日

（
土
）

と
こ
ろ　

氷
室
椿
庭
園

内
容　

三
月
十
一
日
（
日
）、
十
八
日
（
日
）

に
は
、
庭
園
内
で
絵
手
紙
教
室
や
お
抹
茶

を
味
わ
う
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
商
店
街

で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
行
う
予
定

で
す
。

公
園
み
ど
り
課

（
８
２
）
１
１
１
１
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北
部
文
化
福
祉
会
館
の
公
民
館
長
賞
作
品
（
左
）
と
書

道
連
盟
賞
作
品
（
右
）

　

一
月
十
二
日
、
一
之
宮
愛
児
園
で
行
わ
れ

た
ど
ん
ど
焼
き
の
様
子
で
す
。

　

同
園
で
は
年
中
行
事
と
し
て
、
毎
年
ど
ん

ど
焼
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

正
月
の
お
飾
り
や
ダ
ル
マ
な
ど
を
燃
や
す

た
き
火
を
中
心
に
、
園
児
た
ち
が
ぐ
る
り
と

輪
に
な
っ
て
団
子
が
焼
け
る
の
を
待
ち
ま
す
。

　

「
お
団
子
欲
し
い
人
」
「
は
ー
い
」
保
育

士
が
焼
き
上
が
っ
た
団
子
を
配
り
始
め
る
と
、

小
さ
な
手
が
次
々
に
差
し
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

一
月
十
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
手
話
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

手
話
の
普
及
と
聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
全
十
一
回
の
初
回
と
な
る
こ
の
日
に
は

十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
将
来
は
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
」

「
子
育
て
が
終
わ
っ
た
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
た
い
」
と
動
機
も
さ
ま
ざ
ま
な
参

加
者
は
、
「
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
身
ぶ
り
を

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
講
師
の
話
に
う
な

ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

一
月
十
一
日
に
南
小
学
校
（
間
井

憲
治
校
長
）
で
ユ
ニ
セ
フ
募
金
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
（財）
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

の
呼
び
か
け
で
南
小
児
童
会
が
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

朝
の
登
校
時
間
に
児
童
会
役
員
が

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
の
前
で
協
力
を
呼

び
か
け
る
と
、
児
童
が
次
々
と
や
っ

て
き
て
は
募
金
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

役
員
の
児
童
は
「
こ
の
募
金
で

買
っ
た
注
射
や
ワ
ク
チ
ン
で
、
病
気

の
子
が
助
か
る
と
い
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

一
月
六
日
、
寒
川
町
公
民
館
、
北
部

文
化
福
祉
会
館
、
南
部
文
化
福
祉
会
館

の
三
館
で
、
小
・
中
学
生
の
書
き
初
め

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
天
の
た
め
参
加

者
も
総
勢
九
十
人
と
去
年
よ
り

も
三
十
四
人
減
少
し
て
い
ま
し

た
が
、
元
気
よ
く
、
力
強
い
文

字
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
学
年
ご
と

に
課
題
の
文
字
を
書
き
、
自
信

作
を
提
出
し
、
書
道
連
盟
の
人

た
ち
な
ど
が
評
価
し
、
各
館
ご

手
話
で
気
持
ち
を
伝
え
た
い

あ
つ
あ
つ
の
団
子
を
ほ
お
張
っ
て

書
き
初
め
大
会

わたしたちにできる協力を
と
に
公
民
館
長
賞
と
書
道
連
盟
賞
が
各
一

人
、
全
体
で
金
賞
六
人
、
銀
賞
十
一
人
、

銅
賞
二
十
二
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

みんなで協力しよう（南小学校）

まずは講師の身ぶりをまねることから（町民センター）

どの色のお団子がいいかな（一之宮愛児園）
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わ
た
し
た
ち
は
、
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。
会
員
は
三
十
歳
か
ら
五
十
歳
代
を
中
心

と
し
た
女
性
八
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
月
に
三
回
、
土
曜
日
の
午
前
九
時
四
十
五
分
か

ら
十
一
時
十
五
分
ま
で
、
北
部
文
化
福
祉
会
館
で
行
っ
て

い
ま
す
。
前
半
に
行
う
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
は
、
体
の
中
か
ら
暖

ま
り
、
体
の
い
ろ
い
ろ
な
不
快
な
症
状
を
改
善
す
る
の
に

役
立
ち
、
特
に
肩
こ
り
に
は
効
果
大
で
す
。
後
半
の
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
は
、
有
酸
素
運
動
な
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
最
適

で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
な
運
動
が
苦
手
な
人
や
初
心
者
で
も
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
体
験

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先　

新
見

（
７
４
）
６
７
０
７

パワーヨガ＆エアロビクスサークル

なでしこ会

「サイドアングル」というヨガのポーズ（１枚
の板をイメージ）

一
月
十
四
日
、
さ
む
か
わ
中
央
公
園
で

消
防
出
初
め
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
に
携
わ
る
職
員
や
団
員
の
士
気

の
向
上
と
、
防
災
意
識
の
啓
発
を
目
的

に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

総
合
体
育
館
か
ら
の
救
出
訓
練
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
階
か
ら
ロ
ー
プ
で
下
り
て
く
る
迫

力
あ
る
光
景
を
、
息
を
の
ん
で
見
つ
め

る
来
場
者
。

　

最
後
の
一
斉
放
水
に
は
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
も
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
月
八
日
、
今
年
一
年
の
吉
凶
を
占
う
神
事
で

あ
る
武
佐
弓
祭
が
、
寒
川
神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

鬼
と
い
う
字
が
変
形
し
た
、

と
い
う
字
が
書
か

れ
た
古
式
の
大
的
を
目
が
け
、
神
職
二
名
が
座
っ

て
二
回
、
立
っ
て
一
回
、
交
互
に
矢
を
放
ち
ま
す
。

　

今
年
の
吉
凶
を
占
っ
た
結
果
は
、
「
農
作
物
の

収
穫
に
地
域
差
が
あ
り
、
商
業
全
般
に
つ
い
て
特

殊
な
事
業
が
特
に
景
気
が
よ
い
」
と
出
ま
し
た
。

　

祭
典
の
後
は
、
的
の
左
右
に
つ
る
さ
れ
た
麻
が

安
産
や
建
築
の
お
守
り
と
し
て
参
拝
客
に
配
ら
れ

ま
し
た
。

射た矢に見る
今年の運勢

今年もみなさんを守ります

静寂の中、的を射抜く（寒川神社内庭）

高層階からの救出訓練（総合体育館）
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方ほ
う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

を
構
成
す
る
四
方
の
溝

か
ら
は
、
底
の
部
分
に
穴
の
あ
い
た
壺つ
ぼ

形が
た

土ど

器き

が
よ
く
出
土
し
ま
す
。
住
居
跡

か
ら
出
土
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
お
墓
専
用
の
土
器
と
考
え

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
土
器
は
、
の
ち
の
古
墳

で
使
用
さ
れ
た
埴は
に
わ輪

と
同
じ
よ
う
に
墳

丘
（
方
台
部
）
の
上
に
立
ち
並
べ
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
で
は
、
溝
が
あ
る
程
度

埋
ま
っ
た
段
階
、
つ
ま
り
最
初
の
埋
葬

か
ら
時
間
を
置
い
た
の
ち
に
何
ら
か
の

祭
り
に
使
用
さ
れ
た
と
す
る
説
も
出
て

き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
と
こ
ろ
は
ま

だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
底
を
欠
く
と
い
う
、
容
器
と

し
て
の
本
来
の
役
割
を
失
わ
せ
て
い
る

点
か
ら
、
日
常
生
活
で
使
う
土
器
と
は

意
識
の
上
で
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
推
測
で
き
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
弥
生
時
代
終
わ
り
か
ら

古
墳
時
代
初
め
こ
ろ
の
資
料
と
し
て
、

岡
田
遺
跡
や
宮
山
中
里
遺
跡
の
方
形
周

溝
墓
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
土
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課

（
７
４
）
１
１
１
１

内
線
５
２
３
生
涯
学
習
担
当（
文
化
財

学
習
セ
ン
タ
ー
）FAX（
７
５
）９
９
０
７

お
墓
で
出
土
す
る

土
器

８

寒
川
の
弥
生
時
代

底の部分が打ち欠かれている壷形土器
（岡田遺跡の方形周溝墓から出土）

　文書館で取り扱う資料は、古文書、歴史的公文書、写真、
地図など、いずれも寒川地域の貴重な記録です。そのため
原則として貸し出しは行わず、館内での閲覧に限っていま
す。
　ただし例外として貸し出しのできる資料もあります。そ
れは、行政刊行物などの冊子のうち、文書館が複数所蔵し
ているもので、現在、約６００冊あります。寒川町史の刊
行物をはじめ、広報さむかわ縮刷版、総合計画書、予算書、
学校要覧など、寒川を知るための基礎資料がそろっていま
すので、家に持ち帰って調べものにじっくり使えます。
　貸し出し対象の資料は、開架書架の一番手前にまとめて置
いてあります。背表紙に張ってある黄色の丸いシールが目印
です。期間は当日も含めて１５日以内、冊数は５冊までとな
っています。図書館利用券を持って、４階カウンターへどう
ぞ。

寒川文書館 （７５）３６９１ FAX（７５）３７５８

貸し出しできる資料

③

写真や図・表が入った貴重な資料

貸し出しできる資料もたくさんあります
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本
で
検
索
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
図
書
館

　

何
か
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、

あ
な
た
は
本
で
調
べ
ま
す
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ま
す
か
。
本
の
正

確
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
手
軽
さ
は
、
も
は
や
調
べ
も
の
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

総
合
図
書
館
で
は
、
こ
の
両
方
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、
正
確
性
の
高

い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
二
階
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
専
用

席
で
利
用
で
き
ま
す
。

①
日
経
テ
レ
コ
ン
21

　

日
本
経
済
新
聞
社
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
、

ニ
ュ
ー
ス
速
報
や
過
去
三
十
年
分
の
新

聞
記
事
、
企
業
情
報
、
人
事
情
報
、
株

価
・
債
権
情
報
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

②
聞
蔵
（
き
く
ぞ
う
）
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

　

朝
日
新
聞
や
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
、
週
刊
朝
日

（
ニ
ュ
ー
ス
面
の
み
）
、
知
恵
蔵
の
記

事
の
ほ
か
人
物
デ
ー
タ
や
一
九
四
五
年

か
ら
八
四
年
ま
で
の
朝
日
新
聞
紙
面
を

見
ら
れ
ま
す
。

③
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館

　

食
べ
物
、
健
康
、
農
業
、
環
境
な
ど

の
専
門
情
報
を
見
ら
れ
ま
す
。

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９

http://w
w
w
.lib-arc.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

みんなの健康メモ ♡４
　町の春の風物詩となっている
駅伝競走大会は、○○駅伝競走
大会。○○には次のどれが入る
でしょう。

① 観桜

② 観梅

③ 観葉

　寒川町の姉妹都市は寒河江市です。正解は②
でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送
りします。

石川照子さん（小動）／廣田陽子さん（一之
宮）／戸谷達朗さん（一之宮）

　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに２月号の答えを書いて
２月14日（水）までに〒253－0196寒川町役場
広報広聴課クイズさむかわ係へお送りください。

「にこにこ運動」でがん予防
　定期的な運動は大腸がんや乳がんの予防に役立ち
ます。健康のための運動習慣（週２回以上）がある
人たちは、ほとんど運動しない人たちに比べて大腸
がんの危険度が半減しています。（愛知県がんセン
ター統計）
　ＷＨＯ（世界保健機関）では、ほぼ毎日合計60分程
度の歩行などの適度な運動と、週に１回程度の早歩
きなどの運動を勧めています。
　60分程度の歩行は、まとめて行っても行わなくて
も効果は変わりません。その場の足踏みだけでも良
いので継続して行ってください。運動の程度は、苦し
くなく「にこにこ」しながらできるくらいが最適です。
　また、週に１回は60分程度のまとめ歩きや、早歩
きなどの運動にも挑戦し、運動に変化をつけて楽し
く行ってください。
　しかし寒い時期の運動は血圧を上げやすいので、
午前10時から午後２時ぐらいまでの間の暖かい時間
を選んで行いましょう。
健康課 （７４）１１１１内線５５２健康づくり

担当FAX（７４）５６１３

総 合 図 書 館 ３

　パンのテイスティング術を紹介する本。
ワインやチーズとともにおいしくパンを食
べる方法を教えます。フランスパン風のコ
ロコロ丸パンの焼き方、天然酵母の起こし
方も収録

著　者　大和田聡子
出版社　技術評論社

ワイン＆チーズとテイスティング術
おいしいパンのみつけかた

注目の一冊

インターネットコーナーにあるデー
タベース専用席
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各
公
民
館
等
図
書
室
の
お
休
み

　

２
月
11
日
（
日
）
は
図
書
リ
サ

イ
ク
ル
市
の
た
め
、
各
公
民
館
等

の
図
書
室
は
臨
時
休
室
し
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
図
書
館
は
通
常
ど

お
り
開
館
し
て
い
ま
す
。

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
教
室

　

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
ビ
ー
ズ
、

チ
ェ
コ
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

と
き　

３
月
１
日
（
木
）
、
８
日

（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
初
心

者　

25
人
／
先
着
順

講
師　

柴
田
繁
美
さ
ん　

ビ
ー
ズ

ア
ク
セ
サ
リ
ー
愛
好
家

持
ち
物　

空
き
箱
の
ふ
た
、
は
さ

み
、
ペ
ン
チ
、
必
要
な
人
は
眼
鏡

費
用　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み　

２
月
７
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

子
育
て
学
級

　

子
育
て
親
育
ち
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
会
形
式
の
学
習
会
と
懇
談
会

を
行
い
ま
す
。

と
き　

３
月
３
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
の
未
就
学
児
の

い
る
保
護
者　

30
人
／
先
着
順

講
師　

徳
沢
順
子
さ
ん　

一
之
宮

小
学
校
教
頭

申
し
込
み　

２
月
10
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

筆
供
養

　

皆
さ
ん
が
使
い
古
し
た
毛
筆
、

鉛
筆
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
供
養
し
ま
す
。

と
き　

２
月
18
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら

※
荒
天
、
雨
天
時
は
２
月
24
日

（
土
）
に
延
期
。

と
こ
ろ　

一
之
宮
天
満
宮
（
一
之

宮
歩
道
橋
そ
ば
）

※
受
験
合
格
祈
願
の
小
筆
を
差
し

上
げ
ま
す
。

寒
川
書
道
連
盟　

増
島

（
７
５
）
３
９
２
０

お
は
な
し
広
場

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。

と
き　

●
２
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
（
幼
児
向

け
）
●
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあります。
申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午後５時までです。
申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

役場あて郵便物に個別郵便番号を
記載すれば役場の住所はいりません。

文　

化

文　

化

ち
び
っ
こ
絵
画
教
室

　

水
彩
絵
の
具
と
墨
で
絵
を
描
き

ま
す
。

と
き　

２
月
24
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

小
学
生　

20
人
／
先
着
順

持
ち
物　

水
彩
道
具
一
式

申
し
込
み　

２
月
３
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

　さまざまな角度からＩＴの現状を知り、トラブルを防ぐ自
己防衛力を高めましょう。

と　き ところ 内　容 講　師

2/17
（土）

14:00
～
16:00

町民セ
ンター

インターネットと
デジタル社会

太田信宏さん　
文教大学講師

2/24
（土）

ＩＴを教育に生かす
羽倉弘之さん　
文教大学大学院講師

3/3
（土）

デジタルとネット
ワーク社会の事件簿

飯野守さん　
文教大学講師

3/10
（土）

ＩＴの今後の行方
について

久保田幸子さん　
文教大学講師

定員　30人／先着順 
申し込み　２月１日（木）から生涯学習課へ電話か直接
生涯学習課 内線５２２生涯学習担当 FAX（７５）９９０７

文教大学出張講座
ＩＴ時代～ＩＴを快適に、賢く活用するために～
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親
子
映
画
会

と
き　

２
月
24
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

上
映
（
時
間
）　

銀
河
鉄
道
の
夜

（
１
０
７
分
）

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

湘
南
芸
術
交
流
会　

華
道
展

　

町
、
藤
沢
市
、
茅
ヶ
崎
市
の
華

道
を
通
し
て
の
芸
術
交
流
会
で
す
。

と
き　

２
月
24
日
（
土
）
、
25
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

藤
沢
市
民
会
館
（
藤
沢

市
鵠
沼
東
８
ノ
１
）

生
涯
学
習
課

内
線
５
２
１
生

涯
学
習
担
当
FAX(

７
５
）９
９
０
７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室

と
き　

３
月
10
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

県
平
塚
合
同
庁
舎
別
館

（
平
塚
市
西
八
幡
１
ノ
３
ノ
１
）

内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教

室
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演　

犯
罪
の
被

害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
等

定
員　

50
人
／
抽
選

申
し
込
み　

３
月
２
日
（
金
）
必

着
で
、
氏
名
、
在
住
市
町
村
名
、

電
話
番
号
を
湘
南
地
域
県
政
総
合

セ
ン
タ
ー
県
民
課
へ
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で

※

https://shinsei-p.e-kana

gaw
a.lg.jp/kouza/kanagaw

a.

htm
l

か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

０
４
６
３
（
２
２
）
２
７
１
１

内
線
２
１
２
３
県
民
課
FAX
０
４
６

３
（
２
３
）
０
５
９
９

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　

２
月
24
日
（
土
）、
３
月

10
日
（
土
）　

午
前
９
時
30
分
〜

正
午

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
５
１

７
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

ア
ジ
ア
ン
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　

ア
ジ
ア
ン
音
楽
を
聞
き
な
が
ら

行
う
健
康
体
操
で
す
。

と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

午
前
９
時
10
分
〜
10
時

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

20
歳
以
上
の
人

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
室
内
履

き
、
飲
み
物

講
師　

エ
ア
ロ
公
認
指
導
員

杉
山

０
９
０
（
２
５
５
８
）

８
４
２
６

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
11
日
（
日
）
午
前
10

時
開
会

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

種
目　

ボ
ク
シ
ン
グ
、
３
Ｂ
体
操
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
綱
引
き
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

対
象　

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
し
た
い
人

持
ち
物　

体
育
館
履
き
、
運
動
の

譲ります
▶電動マッサージ機（いす型・取りに来てくれる
人希望）▶相和幼稚園女児用制服一式・帽子・
リュック（120㎝・別々でも可）▶座卓（茶色・W91
×D60×H38㎝）▶そろばん（長さ30㎝1丁・35㎝
2丁）▶リコーダー（アルト2本）▶小学生用習字

セット▶電気カミソリ▶炊飯器▶プッシュホン
求めます
▶ファクス付き電話機▶子ども用スノーブーツ
（17㎝位）▶ふじ幼稚園体操服上下▶さくら幼
稚園女児用制服（夏冬両方・120～130㎝▶さく
ら幼稚園小物一式（帽子・かばん等）▶さくら幼
稚園体操服一式（120～130㎝）▶三輪車▶卓上
ミシン▶グラウンドゴルフセット

【平成19年1月12日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けし
ます。町のホームページにも掲載しています。
不用品の取引は当事者同士の直接交渉となりま
す。登録期間は３カ月です。
町民課 内線261町民相談担当 FAX（74）5613

で
き
る
服
装
で

費
用　

大
人
２
０
０
円
、
中
学
生

以
下
１
０
０
円
（
保
険
代
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

寒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

青
田

（
７
４
）
２
０
０
４

寒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ　

３
B
体
操
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ク

ス
、
ベ
ビ
ー
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
、

ボ
ク
シ
ン
グ

地
域
こ
ど
も
教
室
（
小
・
中
学
生

対
象
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
キ
ッ
ズ
ボ
ク
シ
ン

グ
、
柔
道

※
対
象
者
、
持
ち
物
、
費
用
な
ど

詳
細
は
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寒
川
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

青
田

（
７
４
）
２
０
０
４
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か
ん
た
ん
寝
た
き
り
予
防
体
操

　

寝
た
き
り
予
防
に
関
す
る
講
習

と
軽
い
体
操
を
行
い
ま
す
。

と
き　

３
月
１
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
で
、
60

歳
以
上
の
人　

20
人
／
先
着
順

講
師　

高
橋
美
紀
さ
ん　

健
康
運

動
士

持
ち
物　

体
育
館
履
き
、
運
動
の

で
き
る
服
装
で

申
し
込
み　

２
月
14
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

生
き
が
い
農
園
利
用
者
募
集

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
20

年
３
月
31
日

と
こ
ろ　

一
之
宮
９
丁
目
８
９
５

番
地
（
南
小
学
校
北
側
）

利
用
面
積　

１
区
画
当
た
り
16
平

方
メ
ー
ト
ル

区
画
数　

18
区
画

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

農
作
業
が
で
き
、ほ
か
に
耕
作（
町

家
庭
菜
園
を
含
む
）
を
し
て
い
な

い
人

申
し
込
み　

２
月
５
日
（
月
）
か

ら
14
日
（
水
）
ま
で
の
間
に
高
齢

介
護
課
へ
直
接

抽
選
会

と
き　

２
月
20
日
（
火
）
午
前
10

時
か
ら

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
抽
選
会
欠
席
の
場
合
は
申
し
込

み
無
効
、
代
理
出
席
可
。

高
齢
介
護
課

内
線
４
４
５
高

齢
福
祉
担
当
FAX(
７
４
）５
６
１
３

凧た
こ

あ
げ
大
会

と
き　

３
月
４
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分

と
こ
ろ　

相
模
川
河
川
敷

凧
の
種
類　

市
販
お
よ
び
自
作
の

５
尺
（
１
・
５
メ
ー
ト
ル
）
以
内

の
凧

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
大
人
同
伴
）

※
参
加
者
へ
粗
品
進
呈
。
子
ど
も

向
け
に
く
じ
引
き
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
参
加

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
（
小
学
生
は
保
護
者
の
住
所

と
名
前
も
併
記
）
を
記
入
し
て
、

郵
送
で
、
２
月
19
日
（
月
）
必
着

〒
２
５
３
＝
０
１
０
６
宮
山

１
４
１
ノ
１
寒
川
町
観
光
協
会

（
７
５
）
９
０
５
１
FAX
（
７
２
）

１
２
２
４

ゆ
め
ク
ラ
ブ
寒
川　

会
員
募
集

　

地
域
の
仲
間
と
共
同
し
て
、
自

主
的
に
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ

活
動
を
通
じ
て
高
齢
者
の
仲
間
づ

く
り
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
体
操
教
室
、
カ
ラ
オ
ケ
、

社
会
奉
仕
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学

習
な
ど
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
加
入
希
望
者
は
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
７
４
）
７
７
１
５

子
育
て
サ
ー
ク
ル

と
き　

２
月
22
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

テ
ー
マ
・
講
師　

甘
え
の
う
ま
い

そ
の
他

そ
の
他

子
、
へ
た
な
子　

橘
川
征
子
さ
ん

（社）
倫
理
研
究
所
講
師

※
一
時
保
育
あ
り
。（
要
予
約
）

岡
本

（
８
８
）
２
４
８
０

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
会
員
と
し
、
一
般
家
庭

や
企
業
な
ど
か
ら
の
仕
事
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
た
め
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
21
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
所
（
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX(

７
３
）

０
０
３
３

中
小
規
模
企
業
向
け
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の

役
員
が
事
業
を
や
め
た
り
退
職
し

た
り
し
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定

や
事
業
再
建
を
図
る
た
め
に
資
金

を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
制

度
で
す
。

　

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
、
受
け

取
る
共
済
金
も
退
職
所
得
ま
た
は

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な

り
ま
す
。

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小
企

業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

　

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し

た
時
に
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

無
担
保
、
無
保
証
人
で
、
積
み

立
て
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最

高
３
２
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相

当
の
共
済
金
の
借
り
入
れ
が
可
能
。

毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経

費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
共
済
相
談
室

０
５
０

（
５
５
４
１
）
７
１
７
１

税
務
申
告
は

公
共
交
通
機
関
で

　

藤
沢
市
役
所
東
側
の
朝
日
町

駐
車
場
は
、
例
年
２
・
３
月
は

満
車
状
態
と
な
り
周
辺
道
路
が

渋
滞
し
ま
す
。
こ
の
た
め
税
務

申
告
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

藤
沢
市
管
財
課

０
４
６
６

（
２
５
）
１
１
１
１
庁
務
担

当
内
線
２
３
７
２
FAX
０
４
６
６

（
５
０
）
８
４
０
６
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２月　省エネルギー月間
１日㈭ ７か月児相談／ヘルスアップセミナー③／パソコン講座

[～14日]／19年度新入生保護者説明会（南小）

２日㈮ 成人の健康診査／食生活改善教室⑪

３日㈯
こどもお手玉作り教室／おはなし図書館／こども囲碁・将
棋教室／ジュニア料理教室／折り紙教室／こども映画会／
一之宮八幡大神節分祭／寒川神社節分祭

４日㈰ パソコン教室②

５日㈪ 子育て広場

６日㈫ 人権教育連続講座③／体脂肪燃焼セミナー⑤／19年度新
入生保護者説明会（小谷小）

７日㈬ がん集団検診／体の訓練

８日㈭ 母親教室④／ヘルスアップセミナー④

９日㈮ ことばの訓練／おはなし広場／湘南就職面接会／暮らしの
１日教室

10日㈯ 子ども議会／百人一首かるた教室／ちびっこクッキング教
室

11日㈰ 図書リサイクル市／市町村対抗「かながわ駅伝」競走大会
　 建国記念の日

12日㈪  振替休日

13日㈫ １歳６か月児健診

14日㈬ 初心者向け民謡（踊り）教室

15日㈭ ヘルスアップセミナー⑤

16日㈮ がん集団検診

17日㈯
文教大学出張講座①／パパ・ママ教室／こども折り紙教室
／おはなし図書館／こども囲碁・将棋教室／公民館まつり
式典／南部地区公民館まつり

18日㈰ 南部地区公民館まつり

19日㈪ 国民健康保険料夜間納付相談

20日㈫ ３歳６か月児健診／こどもの心の相談／国民健康保険料夜
間納付相談

21日㈬ 視聴覚検診／国民健康保険料夜間納付相談

22日㈭ ヘルスアップセミナー⑥／国民健康保険料夜間納付相談

23日㈮ 育児相談／食生活相談／リトミック教室／古典文学講座／
国民健康保険料夜間納付相談

24日㈯
文教大学出張講座②／親子映画会／中部地区公民館まつり
／おはなし広場／ちびっこ絵画教室／ニュースポーツ体験
講習会／ペットの避難訓練

25日㈰ 中部地区公民館まつり／国民健康保険料休日納付相談

26日㈪ 離乳食講習会

27日㈫ ベビーマッサージ教室／農畜産物立毛共進会褒賞授与式

28日㈬ 初心者向け民謡（踊り）教室／国民健康保険料、保育料、介護
保険料納付期限

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

15
歳
以
上
の
人
な
ら
学
部
の
選

科
・
科
目
履
修
生
と
し
て
、
18
歳

以
上
で
大
学
入
学
資
格
が
あ
れ
ば

誰
で
も
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。
ま
た
１
科
目
だ
け
で

も
学
べ
ま
す
。
専
門
的
に
学
び
た

い
人
に
は
大
学
院
も
併
設
し
て
い

ま
す
。

出
願
受
付
期
間　

平
成
19
年
２
月

15
日
（
木
）
ま
で

テレホンサービス
●行政ミニ情報　 （７４）１０１０
●テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「おばあちゃんのまほう」です。

きらめきさむかわ
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情
報を放送しています。

放送日 毎週月曜日

９：00～９：20　19：00～19：20（再放送）

ケーブルテレビ
　ジェイコム湘南のコミュニティーチャ
ンネルで、町の紹介をしています。
　今月は「成人式」です。

放送日 ２月12日（月）～24日（土）

９：00～９：15　　12：00～12：15
17：00～17：15　　23：00～23：15

※
入
学
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
請
求
く
だ
さ
い
。

〒
２
３
２
＝
０
０
６
１
横
浜
市

南
区
大
岡
２
ノ
31
ノ
１　

放
送

大
学
神
奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー

０
４
５
（
７
１
０
）
１
９
１
０
FAX

０
４
５
（
７
１
０
）
１
９
１
４

国
民
生
活
金
融
公
庫

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、

入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な
る

資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し

て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
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返
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寒川町食生活改善推進団体　高林 （７５）７５４３

小麦粉　100g／里芋　中４個／ニンジン　１本／ゴ

ボウ　中半分／干しシイタケ　４枚／ネギ　半分

みそ　大さじ２／しょうゆ　小さじ０.５

（A）水　４カップ／昆布　１本（５㎝）／煮干し　

10本

①小麦粉を耳たぶ位の固さになるまでこ

ね、中指の太さにし、固く絞ったふき

んをかぶせ、20分おく。

②里芋、ニンジンはイチョウ切り、ゴボ

ウはささがき、もどしたシイタケは千

切りにする。

③（A）でだし汁を作り、②の野菜を煮

て①を食べやすい大きさにちぎり入れ

る。みそとしょうゆで調味してから小

口切りのネギを入れる。

作り方

材料　４人分

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連絡先とコメント
を記入して、広報広聴課まで郵送か持参してね。

　町の特産品のスイートピー

の出荷が始まっています。

　取材をした北邦農園（北村

邦隆さん・宮山）の温室では、

ピンクや黄色、紫など色とりどりのスイート

ピーが咲き、一足早い春のようでした。

　２・３月の最盛期を迎え、これからが一

番忙しくなるそうです。

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶いよいよ受験シーズン。30
数年前に寒い中、お弁当を

持って朝早く家を出て、受験

会場に向かった記憶がよみが

えってきます。受験生の皆さん、ベストコン

ディションでがんばってください。（正）▶歳
の数だけ食べるという節分の豆。さすがに

そのとおりにすると半端じゃない数になっ

てきました。ビールのお供にはちょうどいい

かも。（雅）▶成人式の取材に行き、何人か
の新成人から話を聞きました。今の寒川が

好きと言う人が多く、都会から寒川に戻って

くるとほっとするそうです。次の世代にみ

んなが愛する寒川を伝えていきたいですね。

（知）

１人分あたり１５２kcal・塩分０.７g

2,917人 104.2人/日
（前月比 8.1 人 / 日増）

3,523人 125.8人/日
（前月比 1.1 人 / 日増）

だんご汁
寒さを乗り切ろう

●町公式ホームページ　http://www.town.samukawa.kanagawa.jp
●携帯電話用ホームページ　http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/imodo/index.html

しあわせ家族

お誕生日
やった－!!

（上段左）上田　真弓さん／（上段右）徹さん
（下段左）結愛ちゃん　１歳／（下段右）藍愛ちゃん　１歳（岡田）

12月の
コミュニティバス

利用状況


